
活動団体名︓⼀般社団法⼈MIT
活動地域 ︓対⾺

活動におけるテーマ・キャッチコピー
人とヤマネコとミツバチが共生する森づくり

令和3年度 環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む ✓

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き今年度事業化に
取組む
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活動団体紹介

人と生き物のつながりをみつけ・いかし・つなぐ

生物多様性の高い島嶼地域である対馬を拠点に、
人と生き物のつながりをデザインする会社です。

★オフィシャルウェブサイト mit.or.jp
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現時点での地域版マンダラ

人の暮らし・考え方の変化 外部経済への依存・地域経済の破綻

自然から離れたライフスタイル

自然への理解・関心が低い
自然を利益追求のみに価値を見出す
自然に関わる仕事を希望する人が少ない

島外から安いもの・便利なもの・質の高いものを購入

対馬のものは、島外の経済圏に販売・提供
生産性・効率を高めた林業しか成り立たない

人が自然を放置しているまたは酷使している（保全・管理しない）

生態系サービスの向上や生物多様性保全が進まない

森の恵みや生物多様性の劣化

ESD・環境

教育の推進

仕組みづくり・

予算化

パートナー

シップづくり

地産地消

の推進

担い手となる

人材確保

持続可能な

林業の検討

地域資源の高付

加価値化

有害鳥獣

対策

環境保全活

動の推進

森林の適切な

管理（間伐等）

エコツーリズ

ムの推進

森のゾーニングと

管理計画策定

地域循環共生圏

づくりプラットフォーム事業
全体の企画・統括

【現状】

【課題】

【解決策】

【森林資源活用・

保全プロジェクト】

【ビジョン】

木材・薪や炭・木工

品等の地産地消

シカ・イノシシの捕

獲と利活用等

はちみつ、椿油、山椒

等の採集・島内消費

土地のゾーニングと

PDCAによる効果検証

バイオマスの

熱利用

環境教育・エコ

ツーリズムの実施

希少生物の保全

のための森林整備

人の暮らしの豊かさ向上と森林生態系の保全

【人的

資源】

観光物産
協会・観光

事業者

個人（漁師・シ
ルバー・移住者

含む等）

NPO・市民
団体

森林組
合・事業

者

大学・研究
機関

環境省・
市・県

小売店・
土産店・

商社

椿油製造
会社・
農協

九電

禿山・表土の露出

森の土砂流出

森の乾燥化

風倒木の増加

管理や保全の未実施

樹木の成長率低下

希少種の絶滅危惧

森の涵養・浄化機能の低下

植物の気候調整機能の劣化

海への土砂流入、磯焼け

土砂災害の被害が増加

放置残材等の海への流出

シカ・イノシシの増加

下草が生えない

林産物が少ない森

地下水の汚染

マダニが増加

樹木が傷つけられる

生態系サービスが十分に活

用できていない

木材は島外へ流出

お金が外に流れていき、

地域内で循環していない

地域の木材を使った建築・

工事が割高になる

林産物が活用されない

森の仕事が限られている

しいたけの採算が取れない

生産性や効率性を重視した

補助金依存の林業

エネルギーは化石燃料に依存

（CO2排出増加）

あらゆる物を島外から調達

水道や防災のインフラ設備費

用がかかる

森で遊ぶ子たちがいない

森づくりの予算や資金・体制・

仕組みが不十分

森や生き物に興味・関心のあ

る人が少ない

森づくりの担い手不足

若い人が島外へ流出

栽培加工

林産物
収集

猟友
会

一般社団法人
MIT

市・島外企
業等

モデル地域での実践

全島展開

製材所・薪
製造所

個人（漁師・シル
バー・移住者含

む等）

猟師自伐林業・管理
木工

民間
事業者

環境保全型の小規模

な林業の施行

環境省・
市・県

目的：地域経済の好循

環と森林生態系の回復

栽培（果樹、自然薯、

椎茸、花卉等）

ガイド

養蜂
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ありたい地域の未来を実現するために何をするか

ありたい地域の未来

人の暮らしの豊かさの向上と森林生態系の保全

中長期的に見て必要な取組や仕組み

今年度取り組みたい事業のタネや取組み（本事業でチャレンジしたい事）

・【場づくり】多様な主体が活動できる持続可能なモデル林づくり
・【人づくり】小規模林業及び有害鳥獣対策等の人材確保と育成
・【ものことづくり】多様な森林資源の高付加価値化に向けたビジネスモデルの構築

対馬の森のゾーニングと
ビジョニング

【行政計画策定】

持続可能な森づくりの
担い手の確保

【実践教育/ESD】

森林生態系サービスの
価値化・見える化

【研究調査】

具体的な森づくり事業の
継続的な展開

【ビジネス・資金獲得】

場・担い手・資金を
確保し、継続的な事
業展開するための
プラットフォーム

の立ち上げ
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⽬指す″地域プラットフォーム“のイメージ

• 行政計画策定・研究調査・実践教育・ビジネス・資金獲得の事業計画を企画し、
実施する仕掛け役

• 組織の立ち上げに向けたステークホルダーとの連携体制の構築

より強化したい地域プラットフォームの機能

2020年4月頃考えていた
地域プラットフォームのイメージ

2021年6月現在目指したい
地域プラットフォームのイメージ

モデル地域での里地里山づくり

地域循環共生圏づくり
プラットフォーム

環境・経済・社会の連動による

持続可能な里地里山づくりの実践

木材・薪や炭、

木工品などの生
産・販売の強化

森林資源の多面的な利用

エコツーリズム・

民泊・物産など

漁師・シル
バー・地域
づくり人材

捕獲隊・猟師

林業事業者・
森林組合等

観光物産
協会・ガイ

ド

行政
（環境省・林野庁・長崎

県・対馬市等）

シカ・イノシシ

の捕獲と利活用
等

はちみつ、椿油、

山椒等の採集・
販売

環境保全型の

小規模な林業
の施行

大学・研究所・

九電・地域電力会社

地域経済の好循環 森林生態系の回復

土地のゾーニング・

効果のモニタリング

事業計画策定・進捗管理
森林資源の利用促進
地域内での地産地消推進
ゾーンごとの森林管理

希少生物の保全

防災機能の強化
水道インフラ整備

地産地消の推進

バイオマス

の
熱利用

対馬の森づくり協議会（仮

称）

環境教育の

場の提供

環境省・長崎県・対
馬市・ナショナルトラ

スト・個人地主
【行政計画策定】

教育委員会・
学校・立教大学
【実践教育/ESD】

. 

九州大・長崎大・その
他研究グループ等

【研究調査】

木材事業組合・大石
農園・daidai・対馬
GBT協会・個人

【ビジネス・資金獲得】

実動的な
プラット
フォーム

【場づくり】

【人づくり】 【ものことづくり】



5

4⽉ 5⽉ ６⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ 2⽉ 3⽉

事業全体の予定
協定締結（活動予算執⾏開始）

◆キックオフミーティング ◆成果報告会
現地意⾒交換会

◆中間報告書提出期限 ◆活動団体成果報告書提出

◆中間報告会

年間スケジュール（参考資料）

【ものことづくり】
多様な森林資源の
高付加価値化に向
けたビジネスモデ
ルの構築

【人づくり】
小規模林業及び有
害鳥獣対策等の人
材確保と育成

【場づくり】
多様な主体が活動
できる持続可能な
モデル林づくり

【組織づくり】
実動的なプラット
フォームの立ち上
げに向けた準備・
関係者との調整

◆関係者意⾒交換会◆視察

関係者ヒアリング

事例収集

関係者との調整

資⾦調達や組織運営の検討

ランドブレイン社と連携したIoTを活⽤した有害⿃獣対策の実証実験
学校でのESD⽀援（テーマ:森づくり）

⽊材事業組合×MITによる精油の製造と関連商品の開発、販売

その他、⽊⼯事業者×MITによる⽊⼯品の開発と販売

⼤⽯農園×MITによるゆず⽣産組合の組み⽴て

島おこし協働隊との連携企画の検討

モデル林の活⽤計画の策定

◆ナショナルトラストとの協議 モデル林での活⽤展開とモニタリング⼿法の確⽴

⺠有林の検索・抽出
ゾーニング⼿法の検討(GISへの落とし込み）

森づくりの連携主体の検索・抽出

一番力を入れていく部分

◆視察 ◆関係者意⾒交換会


